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■プロフィール 

対話学舎えんたらいふ （たいわがくしゃ えんたらいふ） 

【活動理念】 

縁多き人生の創造 

（メッセージ：理念に込めた思いと名称の由来） 

人と人が出会い、大なり小なりなんらかの集団や組織が形成されていきます。 

それらはやがて、また別の集団や組織、時にコミュニティと呼ばれるような 

さまざまな集合体とのかかわりあいのなかで、互いの慣習や価値観、文化を介し 

認め合い、時にぶつかりあいながら、いくつもの山谷を越えて、多彩な交わりをみせていきます。 

 

職場や学校。家庭や地域。数多ある関係性のなかで人が集い、交わるなかで多かれ少なかれ 

生まれ出る“ご縁”。それは、決して良きご縁ばかりではなく、時に、そうでないご縁もありましょう。 

しかし、たとえいかなるご縁であろうとも、真摯な気持ちで受け止め、受け容れられるような佇まい、 

そのような我（われ）であり、個々であり、ひいては成熟した社会全体でありたい。 

無論それは「語るは易し行うは難い」ことであるかもしれません。しかしながら、そうで在るために、 

在り続けるためには、わたしたちはいったいどのような考え方、在り方、精神的な佇まい、相互の 

つながり（コミュニケーション）をもてばよいのだろうか。 

おそらく正解などないであろうこの問いを志に、異なる価値観をもつ「他者」と向き合い続けたい。 

そのような願い、意思を込めて「縁多き人生の創造」 を理念に掲げ、縁多き人生＝えんたらいふ 

と名づけ、この活動を続けています。 

 

【概要】 

対話学舎えんたらいふ 

設立/ 2010 年  ＊2013 年 2 月法人化（※） ※現在は、「個人事業主」へと移行。「法人」としての活動は休止している※ 

本部/ 東京都練馬区 

代表/ 齊藤 充（さいとう みつる） 

事業内容/   

・コミュニケーションデザイン事業（講座・研修／ワークショップの企画開発・実施） 

・コミュニティデザイン事業（行政やＮＰＯ法人、企業等との協働推進／プロジェクト支援） 

・地域における対話の場づくり／対話の実践に係る活動 
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主宰者 

 

齊藤 充（さいとう みつる） 

 

1966 年（昭和 41 年）東京生まれ。 

大学卒業後、広告業界に８年間在籍。 

 

 1996 年 キャリア形成支援業界へ転身。 

キャリアコンサルタントとして、主に 40 代以上のミドル・シニア層をはじめ、ニートや長期失業者、 

リストラによる離職者等、延べ 22,000 人以上のキャリア形成支援に携わる。 

-アウトプレースメント/再就職支援 

-埼玉労働局からの受託事業（市場化テスト） 

-キャリアコーチング/コンサルティング/再就職セミナー・講座の講師 

-職業紹介事業および人材派遣事業の経営企画、マネジメント 

 

 2007 年 福祉系のグループ企業の経営改革に参画。 

営利法人と非営利法人を擁するグループ全体の組織改革、人材開発の仕組みづくりに関わる 

過程で、“アサーション”と“対話の発想”を導入試行して以来、【対話の実践】がライフワークの 

基軸となり、のちにソーシャルビジネスを起業するきっかけ、えんたらいふ設立のきっかけとなる。 

 

 2011 年 えんたらいふ設立、始動。 

 「対話によるコミュニケーションの形成」をテーマとした地域学習会（えんたらいふ研究会） 

を経て、2013 年法人化。（合同会社えんたらいふ）   

えんたらいふ設立当初は、 

● 地域や福祉における対話文化の醸造  

● 就労におけるコミュニケーション支援・職場定着支援 

という二つのテーマに根ざした地域事業活動を視野にいれていたが、活動するにつれ、 

あえて限定せず、広く「対話」をメインテーマに据えた活動へと変容。現在に至る。 

 

➢ 2013 年 対話学舎えんたらいふに改名。 

＜対話をつくる（コミュニケーションデザイン）＞ ＜対話でつくる（コミュニティデザイン）＞ 

●研修/講座、ワークショップ等の、“対話の学び”に重きをおいた対話プログラムの企画実施 

●行政等の公共プロジェクト系の、“対話による協働”に重きをおいたイベントの運営サポート 

●カフェでの対話や読書会形式の対話など“対話の実践”に重きをおいた対話の場づくり実践 

「対話」と「協働」をキーワードとした活動を行っている。 

 

 対話学舎えんたらいふの活動の傍らで   ～えんたらいふ主宰者 その他の顔 

 障害者福祉施設の非常勤職員 

重度の知的障害者・発達障害者が共同で暮らすグループホーム（共同生活援助）において 

生活支援、ケアワークに従事 （2011 年～ 現在） 

 NPO 法人ホサナ 地域活動支援センター クラブハウス「シンプルライフ」 非常勤スタッフ 

精神障害やさまざまな生きづらさを抱えた当事者とのかかわり （2018 年～ 現在） 

 練馬区在住の一市民。重度の知的障害と素敵な笑顔をもつ女子の父親でもある。 

2021 年 12 月改訂 


